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【目的】自動分析装置に使用する液体容器において、液体容器の液体分取口に液体が接触することによって薄
膜が形成されてしまうことを防止できるようにしたフロートとそれを備えた液体容器を提供することにある。
【効果】薄膜形成それによるプローブの誤作動は皆無であり、同時に波うち防止に顕著な効果が認められた。ま
た、フロートのへばり付きも認めなかった。
【特徴】酸化抑制機能、試薬の波打ち防止を持つ中蓋であり、その中で取り分け浮力体の調整により、溶液の比
重に応じた浮力調整機能によりフロートの液面からの位置が可変できる点にある。
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技 術 概 要

【課題】　自動分析装置に使用する液体容器において、液体容器の液体分取口に液体が接触することによって
薄膜が形成されてしまうことを防止できるようにしたフロートとそれを備えた液体容器等を提供する。
【解決手段】　当該フロートは、例えば自動分析装置用の試薬容器に入れられた試薬の液面に浮かべられる。な
お、このフロートは、フロート本体と、所要数の浮力調整体を備えている。フロート本体は、本質的に液面全体を
覆う液面覆い体と、液面覆い体から液面下に突き出すように位置し、液面覆い体の周方向に連続的に設けてある
側壁部を備えている。側壁部は、試薬の揺動時に試薬容器の内壁へ当接または引っ掛かることによって液面覆
い体の揺動を抑制するための揺動抑制要素を構成する。液面覆い体は、試薬を分取するための開口部を備えて
いる。
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